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窓

燃焼室 燃焼室
焚
口

焚
口畦 峠

0 2ｍ

燃成室

寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）、
幕
府
に
隠
居

を
認
め
ら
れ
た
加
賀
藩
三
代
藩
主
前
田
利
常

は
、
小
松
城
を
隠
居
所
に
定
め
、
一
国
一
城

令
で
廃
城
と
な
っ
て
い
た
城
の
整
備
に
着
手

し
た
。
そ
の
様
子
を
伝
え
る
史
料
の
中
に
、

利
常
が
蓮
代
寺
村
に
お
い
て
瓦
工
忠
右
衛
門

に
瓦
を
焼
か
せ
た
記
録
（「
三
州
名
所
記
」
な

ど
）
が
あ
る
。

「
よ
き
瓦
土
」
が
産
出
し
た
蓮
代
寺
村
は
、

木
場
潟
の
東
岸
に
あ
っ
て
瓦
の
生
産
に
必
要

な
燃
料
と
小
松
城
へ
の
水
運
に
恵
ま
れ
て
い

た
。
集
落
の
南
方
に
所
在
す
る
窯
跡
か
ら
は
、

江
戸
時
代
前
期
の
い
ぶ
し
瓦
が
出
土
し
て
お

り
、
蓮
代
寺
で
焼
か
れ
た
瓦
が
、
小
松
城
に

加
え
て
金
沢
城
の
普
請
に
も
使
用
さ
れ
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
柴
山
潟
か
ら
今
江
潟
へ
抜
け
る

水
路
に
面
し
た
日
末
・
松
崎
の
両
村
に
お
い

小
松
瓦
と
鬼
師

12

金沢城と日末産の瓦 日末瓦窯跡で生産された灰色のいぶし瓦は、前田家の城郭などに使用された建
築材で、軒を飾る瓦には梅鉢文もみられる。

瓦窯の復元図
いぶし瓦の生
産には、焚口
が両側に付い
た「達磨窯」や
片口の「竪窯」
が利用されて
いた。
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世
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て
も
、
い
ぶ
し
瓦
の
窯
場
が
設
営
さ
れ
て
い

る
。
焼
か
れ
た
瓦
は
、
金
沢
城
の
石
川
門
周

辺
や
利
常
が
造
営
を
指
揮
し
た
高
岡
の
瑞
龍

寺
の
堂
舎
に
も
葺
か
れ
た
こ
と
で
、
小
松
に

お
け
る
瓦
生
産
が
高
ま
り
、
そ
の
産
地
化
が

進
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
後
期
に
藩
の
規
制
が
緩
む
と
、

板
葺
き
の
家
並
が
一
般
的
で
あ
っ
た
金
沢
や

小
松
の
城
下
町
で
も
、
屋
根
に
「
赤
瓦
」
を

葺
く
建
物
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

天
保
期
の
金
沢
の
風
景
を
描
い
た
「
金
沢
城

下
図
屏
風
」
に
は
、
町
並
み
の
中
に
赤
い
屋

根
の
土
蔵
や
山
門
が
描
か
れ
、
有
力
な
商
家

と
寺
院
を
中
心
と
し
て
赤
瓦
が
普
及
し
た
と

云
わ
れ
て
い
る
。

金
沢
の
寺
町
に
所
在
す
る
妙
典
寺
山
門
に

葺
か
れ
た
赤
瓦
は
、
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）

に
八
幡
村
の
瓦
屋
が
製
造
し
た
も
の
で
、
翌

年
に
は
市
内
本
光
寺
の
鐘
楼
門
に
同
じ
瓦
屋

の
鬼
瓦
が
棟
上
げ
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
角
を
も
つ
鬼
面
の
瓦
は
、「
作
人
」

と
自
称
し
た
瓦
工
が
、
魔
除
け
の
棟
飾
り
と

し
て
造
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
寺
院

の
大
屋
根
に
も
小
松
産
の
赤
瓦
が
葺
か
れ
、

ひ
れ

頭
に
経
巻
を
載
せ
て
、
左
右
に
雲
形
の
鰭
を

付
け
た
獅
子
口
の
鬼
瓦
が
広
ま
る
と
、
作
人

は
「
鬼
師
」
と
呼
ば
れ
は
じ
め
た
。

ま
た
小
松
の
赤
瓦
は
、
越
前
瓦
の
技
術
を

導
入
し
た
も
の
で
、
釉
薬
の
色
合
い
に
そ
の

違
い
を
み
せ
て
い
る
。
文
化
年
間
の
金
沢
城

二
ノ
丸
造
営
で
は
、
八
幡
・
蓮
代
寺
両
村
の

瓦
師
が
、
藩
が
発
注
し
た
大
量
の
「
土
瓦
」

を
受
注
す
る
ま
で
に
発
展
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
明
治
期
に
入
る
と
能
美
郡
の
瓦

生
産
は
、
組
合
組
織
す
る
ま
で
に
発
展
し
て

い
る
。
瓦
屋
の
屋
号
を
示
す
刻
印
を
押
し
た

赤
瓦
が
、
安
宅
湊
か
ら
「
小
松
瓦
」
の
名
前

で
各
地
へ
運
ば
れ
、
赤
い
家
並
み
が
形
成
さ

れ
て
い
っ
た
。

（
垣
内
光
次
郎
）

12

赤瓦の家並み 加賀地方に普及した小松瓦は、赤の家並みを生んだ。屋根の棟には凝灰岩の棟
石が組まれ、加賀独自の建物風景となった。

鐘楼門の鬼瓦 本光寺（大文字町）の鐘楼門は江戸時代の建築で、屋根に葺かれた赤瓦は、
享和3年（1803）に八幡村の瓦屋が製造したことを鬼瓦の銘文は伝えている。
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